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要約
本掛 ま ｢これからの変化の激 しい社会を生きていく上で､『数学的な考え方』
は必ず必要になるであろう｡算数 ･数学においては､『数学的な考え方』を育成
することが大切であ･5｡｣という筆者の考えをもとに､述べていきたい｡そこで､
本論では､数字的な考え方を具体化 し､その内容を明らかにする｡そ して､数学
的な考え方の育成を目指 した学習活動を考え､それ らについて考察するO
1.はじめに
近頃､｢学校で学習す る数学は役に立
たない｡なぜ､そのようなものを学習 し
なければならないのか｡｣ とい う声をよ
く耳にする｡筆者自身にもこのような思
いがなかったわけではない｡いわゆる"理
莱"と呼ばれる者は､数学の知識そのも
のが必要となってくるであろ うが､"文
系"と呼ばれる者はそ うではない｡高等
学校で数学を履修 し終えた後は､数学そ
のものに出会 う機会は少ないであろう｡
しか しながら､数学を学習 したことは､
将来何 らかの形で役に立つのではなかろ
うか｡数学の知識そのものは役に立たな
いかも知れないが､数学を学習 したとき
の 考`え方"や "アイデア"は､どの分
野であろうとも広い意味で役に立つので
はなかろうか｡まして､これからの変化
の激 しい社会を生きていくためには､必
要不可欠なものではないだろうか｡この
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ような思いから､これからの時代を担 う
子どもたちには､ぜひ 『数学的な考え方』
を身につけては しい とい う顧いが生 じ
た｡そ して､小学校の頃から発達段階に
あわせて身につけていけば､中学校､高
等学校､大学へ進学 しても､そのような
考え方で数学を学習でき､将来に至るま
で活用できるのではなかろうか､と考え
た｡つまり､奔放 ･数学においては､『数
学的な考え方』を育成することが真の学
力を伸ばすことで､これを目標 としての
指導こそ最も必要であると考えた｡ この
ようなことから本研究を始めた次第であ
る｡
2.数学的な考え方の具体化
一斉で『数学的な考え方』といっても､
その実体はつかめない｡ しかも指導者が
その内容を理解 していなければ､上記の
目標はかなえられそ うにない｡そこで､
本節で数学的な考え方をどのようなもの
とするかを示す｡ しか し､数学的な考え
方のとらえ方は､研究者によって同じで
はない｡そこで､本論では､片桐重男氏
の考え方を中心に､三塚正臣氏の考え方
を加えて､数学的な考え方 として追究 し
ていきたい｡まず､片桐氏の述べる数学
的な考え方を以下に示すc
l.帰納的な考え方
2.類推的な考え方
3.演梓的な考え方
4.統合的な考え方
5.発展的な考え方
6.抽象化の考え方
7.単純化の考え方
8.一般化の考え方
9.特殊化の考え方
10.記号化の考え方
また､三塚氏の述べる以下の考え方を
加える｡
日.多様な考え方
以上の考え方を本論での数学的な考え
方とするC
3.多様な考え方についての
考察
筆者自身､｢多様な考え方｣に最も関
心があるため､本節で､多様な考え方に
ついて考察をしていきたいd (その他の
考え方については､ここでは掲乾 しない
が､片桐盛男著 ｢数学的な考え方 ･傾度
とその指導 1 数学的な考え方の具体
化J[1988 明治図書]を参考に しても
らいたい｡)
(1)多様な考え方の意味
まず､多様な考え方の意味について述
べる｡ これについては､三塚正臣氏の論
文 r学校数竿における間層解決のス トラ
テジーの分析について｣を参考にした｡
｢多様に考えることは､解決にさい し
て､種々の観点を設け､観点を変えてい
く通 りもの解決の方法を考えることであ
る｡ ･-視野のせまい固定的な考えに
よっては出あう問題 を解決することには
ならない｡それには自由に考えることで
なければならない｡ ｢自由に考え
る｣ことをopen仙nklngと名づけた｡｢自
由に｣ とは open(開いた)でなければ
ならない｡open 山nk･ngとは､- あえニ
弧 ---･･つまり､open
thlnkingとは､開館場面に当面したとき､
iW -･,･･-多様に考え､
種々の考えが得 られたとしても､それら
の考え方はそれぞれ無関係な別個の考え
のようにとらえている｡ しか し､Lいゑ
左弧
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… -の思 -の …は
デアが生
公是､え払 必要なのは自由に考えるこ
とであり､さきに考えた考え方 1や考え
方 2をもとにしながら思考を深め､同様
に考え方 3を生み出す ことができるo｣
(2)多様な考え方を育成する学習問題
上記の多様な考え方の意味に基づき､
本論では､以下のような問題を考えた｡
閉局右の三角形の面積を工夫 して ∠△
本間題の解決方法はいろいろ考えられ
るが､そのいくつかを示す｡
○考え方 1 1㍗L:
倍領の長方形に変形 :●
○考え方 2
等横の長方形に変形
(底辺を半分)
○考え方 3
等積 の長方形 に変形
(高さを半分)
○考え方 4
1/2倍 の長方形に変
形 (底辺 と高 さを半
分)
○考え方 5
倍領 の 平行 四
辺形に変形 Z41-.,:I'
○考え方 6
等横の平行四辺形に
変形 (底辺を半分)
○考え方 7
等領 の平行 四辺形
に変形 (高 さを半
分)
この他にもいろいろな考え方があると
思われる｡大切なのは､前ページのアン
ダーライン (1) (2)のように､広い
開いた自由な考え方をすることである｡
そ して､さらに注目していきたい点は､
アンダーライン (3) (4)のところで
ある｡つまり､考え方の思考の観点は､
独立 したものではない｡考え方の木賃的
な部分の思考の観点を変更することで､
新たな考え方が生まれてくるO本論での
三角形の問題で､その点について具体的
に考察 してみる｡
考え方 1の思考の観点は､倍積の "良
方形Dに変形することであった｡その観
点を､倍積の "平行四辺形"に変形する
ことに変吏したものが考え方 5であるO
このような多様な考え方の観点変更の連
鎖を図にすると次のようになると思われ
る｡
+上方4I/2+Jt方Jr
(JL血.Aさt+分I
:;:二･-:･1､:三三 二=.
(JLXZtJI分)
また､上記の考え方の中で､等積変形､
1/2倍変形においては下図のよ うに､
三角形のある2辺の中点について､観点
を変更 して多様に考えることもできる｡
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このような考え方の本質的な部分の観
点で､多様な考え方を見ると以下のよう
な表にもまとめられる｡
■■■●一 (JLl◆一IkLI●●)Kl
kt● ∠△ ｣± ∠£ゝ
■にzAt-.:'∠芸'∠三ゝJ.二r
このように､いろいろな考え方の中に
は､相互に関係があるものがあることは
見逃せない｡最初は､全く無関係な別個
の考えのようにとらえていたものが､大
きく見ると-つの考え方 として見ること
ができることに対する驚き､音び､素晴
らしさなどの情意面の変化も期待でき､
井数 ･数学に対する意欲 ･関心 ･態度も
培われると思われるからである｡また､
考えが出てこない子どもには､このよう
な観点変更を示唆することで､解決のヒ
ン トにもなると思われるからである｡ し
かし､前にも述べたように､この他にも
いろいろな考え方はあると思われる｡そ
の全てを上記のような図や表によって網
羅することは不可能に近いと思われるQ
また､この間題のねらいは､まとめるこ
とではないO多様に考えることが目標で
ある｡そこで､注意する点として､この
他の考え方も当然絡めていかなければな
らないO
5.数学的な考え方に関する
大学生の意見 ･感想からの考察
筆者は､高橋敏雄教授のティーチング
アシスタン トとして､岡山大学教育学部
の奔放教材研究 ･数学教育法の純義で､
大学生に数学的な考え方を育成する学習
閉居を実践する機会が計 5回あったQそ
の講義の後に､大学生に数学的な考え方
に関する意見 ･感想 (講義に対する感想
も含む｡)を求めた｡それ らをまとめて
みると以下のようになった｡
○楽しさ､おもしろさ､喜びを感じる｡
○算数 ･数学に対する興味が高まる｡
○学習意欲が高まる｡
○井数が嫌いな子どもでも楽 しめる｡
○応用力､対応力が身につく｡
○柔軟性が養われる｡
○思考過程が大切である0
0第数だけにとどまらず他の場面でも活
用できる｡(生活の中で役に立つ｡)
○考え方は役に立つ｡
○他の人の意見を聞くと､驚きもあり､
自分の考えを深めることができる｡
○個性も発見できる｡
○自分 もぜひ参考に して実践 してみた
い｡
○新学力観も十分培われるO
これ らの意見 ･感想には少数意見も含
まれていて､必ず しも全員がこのように
感 じているわけではないかもしれない｡
また､正確に統計を行ったわけではない
点で検討の余地はあるが､ほとんどの学
生が数学的な考え方の大切さ､おもしろ
さなどを感 じていると思われる｡これら
は､筆者の主張を後押 しするものである
と考えられる｡
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また､現在いわれている､『新 しい学
力観』の育成､すなわち､
『自ら学ぶ意欲 と社会の変化に主休的
に対応で きる能力の 育成 を図 る ととも
に､基礎的 ･基本的な内容の指導を徹底
し､個性を生かす教育の充実に努めなけ
ればならない｡』
とい うことの実現に向けても､本論の基
本的な考 え､つま り､｢弊数 ･数学にお
いては､『数学的な考え方』 を育成す る
ことが大切で､これ を目標 としての指導
こそ最 も必要であるQ｣ とい う方針が､
一つの方法ではなかろうか と提案する｡
6.おわりに
筆者は､｢数学的な考え方が大切であ
る｡｣ と考えているのであるが､将来､
教職 に就 くことを志 してい る学生たち
が､筆者の考えに賛成 してくれたのは､
心強い限 りである｡また､指導者が､子
どもたちに井数 ･数学の美 しさ､素晴 ら
しさを味わわせようとすれば､まず､指
導者 自身がそれ を感 じなければな らな
い｡指導者がそれを感 じてこそ､適切な
教材 の選択や指導法の工夫 も可能 とな
る｡本論では将来､教職に就 くことを志
している学生たちが､算数 ･数学の美 し
さ､素晴 らしさを感 じている (感 じた)
ことが確かめられたのも収種の一つであ
る｡
今後の課麿 としては､本論で考えた内
容を､実際に学校教育の租において実践
し､検討 し､さらなる考察をしていきた
い｡
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